
第 ３学 年２ 組 国 語科 学習 指導 案

平成 １９年２月７日（水）第２校時

１．題材名 「モチモチの木」 （斎藤隆介 作 ）

２．題材の目標

・場面の移り変わりや情景を，叙述をもとに想像しながら読む （読むことウ）。

・読み取った 内容について 自分の考えをまとめ，一人一人の感じ方について 違いがある

ことに気付く （読むことエ）。

・発表会 などで 伝えたいことを選び，自分の考えが 分かるように 筋道を立てて，相手や

目的に応じた適切な言葉遣いで話す （話すこと 聞くことア）。

・相手や目的に応じて適切に書く （書くことア）。

３．題材について

児 童 は， 今 年 度 の 国 語 科 ・ 物 語 単元 の 学 習 に お いて は 「 三年 と う げ 「 ちい ちゃ ん， 」

のかげおくり 」といった作品 を教材 として，他の登場人物と関連 づけて 主人公の気持ち

を読み取ったり ，登場人物 の心の動き，および場面 の情景を豊かに 想像 しながら 音読し

たりす る 学習 活動 を行 ってきている 。 こうした 学習 のまとめとし て 「モチモ チ の木」，

では 物語の主題に迫る読みの力を身につけさせたい。

４．児童について

学級全体として活発 な児童 が多く，発表することに抵抗が無い児童が多い。しかし，

中には 全体の前では 絶対に発表できない 児童 も数名 いる 。授業では ，４～５名の生活班

を基盤 とした 活動を中心にして，すべての児童が話し合いに 参加 しているという 意識を

持てるようにしたい。

児童はこれまでに 自分の考えを持ちその 理由を発表する 活動を行ってきている ち， 。「

いちゃ んのか げおくり 」の学習で 「ちいちゃん が 本当に幸せな のはどの 場面 か」とい，

う問いに 対して ，子どもたちは，自分の考えを友だちに 伝え，同調 してもらうために意

欲的に発表していた 。しかし ，主張 することがほとんどで，聞き比べて 納得 したり ，意

。 ，「 」 ，見をまとめたりすることは十分 ではなかった これをふまえて モチモチの木 では

自分の意見も友だちの 意見 も大切 にしながら 話し合いを 進める中で，物語の主題 にせま

ることができればと考える。

５．指導について

前 半 の読 み 深 める 授 業 では 「 豆太 は 本 当 に 臆 病 なの か 」 と言 う 問い を 継続 的 に 投， 。

げかけていくことで ，場面 や状況 が変わる中での 豆太の行動 と心情 をつかませていきた

い。そして最終的には 「臆病 か臆病 でないか 」が大切なことではなく，他に本当 に大切

， 。なことがあるということ つまり作品 の主題 に自然 に気付 くことができるようにしたい

後半の学習したことを 生かして 活動する授業では ，児童一人一人 が学習の中心 となれ

。 ，るように活動の幅を広げたい 児童は自分で学習計画を立てるのは初めての経験であり

戸惑 う 児童 も 多いと 思 われる 。これま での 学習を振 り返ると同時 に 「モチモ チ の木」，

を十分 に読み深めて 愛着を感じさせることが ，学習意欲 の高揚と継続に必要 である 。ま

た，個別 での 活動が中心となるが ，状況 に応じて 複数での活動を認めるなど ，個に応じ

た対応も柔軟にし ，学び合いの 学習を進めていきたい 。



６．指導計画 （全１９時間 本時 ３／１９ ）

時 学習内容 ねらい 関 話 書 読 言 評価規準

１ 学習の見通し 一 年間 の 学習 を 振り返り ， ◎ 進 ん で 物語 を 読 も

音読 学 習 の見 通 しを 持つこと が う と し ，感 想 を 書

できる。 いている。

２ 初発の感想 友 だちの 感想 と 比べなが ら ○ ◎

音読 聞 くことができる。

３ 豆 太 は臆 病 かど うか 全 文 を読 んで ， 自分の考 え ◎ ○ 自 分 と 友だ ち の 意

考える を 持ち， 話し合 うことが で 見 を 比 べな が ら ，

（

本 きる。 話 し 合 いに 参 加 し

時 ている。

）

場面を読み取る 場 面 や状 況 の変 化 にとも な ○ ◎ ○ ◎ 人 物 像 とそ の 関 係

４ 「 お くび ょ う 豆 太 」 う ，豆太 の行動 や心情 の 変 を理解している。

５ 「やい，木ぃ」 化 を 読 み 取 る こ と が で き 自 分 と 友だ ち の 意

６ 霜月二十日のばん る 。 見 を 比 べな が ら ，「 」

７ 「豆太は見た」前半 話 し 合 いに 参 加 し

８ 「豆太は見た」後半 ている。

９ 「 弱 虫 で も やさ しけ

りゃ」

音読 人 物 の心 情 や場 面 の様子 が ◎ 工 夫 を し ， 気 持 ち

よ く 分か るよう に 工夫 し て を こ め た 音 読 を し

音読できる。 ている。

10 学 習 発表 会 に向 けて 自 分 で学 習課題 を決め， 学 ◎ 学 習 課 題 を 決 め ，

学 習 課題 を 決め 計画 習 方法 を 工夫 し て 活動 に 取 進 ん で 活動 に 取 り

を立てる り 組むことができる。 組んでいる 。

11 個 別 の学 習 計画 に沿 ◎ ○ ○

12 って進める

13

14 中 間 発表 を 開き アド 友 だちの 発表 を 聞き，ア ド ○ ◎ ほ め た り ア ド バ イ

バイスし合う バイスすることができる。 ス し た り し て い

15 次 時 から の 計画 を立 自 分 の学 習計画 を見直 し ， る。

て，学習 を進める 発 表 に向 けた 活 動 を仕上 げ 学 習 計 画 を 見 直

ることができる 。 し ， 活 動 を 進 め て

16 仕 上 げの 準 備 や 練習 いる 。

17 をする

18 学習発表会を開く 自 信 を持 って 発 表 したり ， ◎ ○ 堂 々 と 発表 し ， 友

19 学 習 の振 り 返り をす 友 だちの 発表 を 聞いたり し だ ち の 発表 に も 関

る て 学習 のまとめができる 心を持てる 。， 。

７．本時の目標

「モチモチの木」の全文を読んで 自分 の意見を持ち，友だちと 話し合う中で考えを深

め，今後の学習に意欲を持つことができる。



８．準備物

短冊（８班分） マジック 挿絵

９．本時の学習過程

学習活動 支援（・）と評価（☆）

○「モチモチ の木」を音読 する。 ・ 起 立 し て ， 場 面 ご と に 体 の 向 き を 変 え

て音読 し，終わったら着席 させる 。

・ 適 度 な 速 度 と 音 量 で ， 丁 寧 に 音 読 さ せ

る。

○作者 ，登場人物，主人公 の確認 をする 。

○本時 の学習課題を確認する。 ・ 前 時 の 初 発 の 感 想 か ら 引 き 出 し た 課 題

であることを 確認する。

豆太 はおく 病か。

○ノートに自分の考えと理由を書く。 ・ 理 由 が 書 け な く て も ， 考 え だ け は 必 ず

持てるようにする。

○班で話し合い，意見と理由をまとめる 。 ・ 班 員 が 必 ず 意 見 を 述 べ ら れ る よ う に ，

○班ごとに ，話し合った 結果を短冊 に書き， 発 言 の 順 番 と 話 し 合 い の リ ー ダ ー を 決

黒板 にはる 。 める。

○班ごとに発表する 。 ・ 友 だ ち の 意 見 と 自 分 の 意 見 を 比 べ な が

ら聞くようにさせる 。

○賛成意見や質問などを発表し合う。 ・ 少 数 派 の 意 見 か ら 発 表 が で き る よ う に

配慮する。

☆自分の意見を述べているか 。

☆友だちの意見 を聞き考えを 持てたか。

○次時 の学習 を伝える。 ・ 今 後 の 学 習 に お い て も ず っ と 「 豆 太，

は お く 病 か 」 を 考 え て い く こ と を 伝。

える。


